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地域で活躍する地域で活躍する得意なこと
  好きなことを

　８月８日（金）に津名地区において、第１回
の「つながる津名の会」が開催され、若い方や
ボランティア、民生委員、地域の役員など、
20名の方が参加されました。
　当日は、「今の津名についてどう思うか」
「良いところ、素敵だと思うこと」「気がかり
なこと、課題と思うこと」「こんな活動やつな
がりがあったらいいな」について、グループで
話し合い、津名地区のいいところについて話し
合えた一方で、これからの生活に不安を感じる
意見も出てきました。そういった意見を踏まえ
ながら、今後は、「どのような活動が津名地区
にあれば、安心して暮らすことができるのか」
について、皆さんと一緒に考えて、取り組んで
いきます。

　町内にはそれぞれの地域で活動されているサロンがあります。活動内容は様々で、各サロンのみ
なさんで考えて、楽しんでおられます。
　社会福祉協議会では、サロンの活動のメニュー提案のひとつとして、サロン講師の派遣がありま
す。
　サロン講師とは、サロンへ訪問し、得意なことや好きなことを教えていただいたり、特技を披露
していただいたりする方です。現在ご登録いただいている方は、ものづくりや楽器演奏、レクリ
エーションなど、多岐にわたります。サロン講師として活動していただくには、社会福祉協議会に
ご登録いただき、その後、各サロンから依頼があれば本会で調整を行います。
　個人・団体は問いません。詳しい話を聞いてみたい、登録してみようと思われる方は、下記まで
ご連絡をお願いします。

　津名のこれからについて不安の声も出まし
たが、「のびのびと子育てができる」「皆が
知り合いで安心できる」等、良いところがた
くさんありました。
団　結力のある津名でこれからどんな活動を
されていくのか、とても楽しみです。

津名地区 つながる津名の会（話し合いの場）が
起ち上がりました！

地域あんしん活動 ～きずな～ コーナー地域あんしん活動 ～きずな～ コーナー vol.14

世羅町社会福祉協議会　〔本所〕☎（0847）22-3162　〔支所〕☎（0847）37-1335

サロン講師を募集しています！サロン講師を募集しています！

担当者の “声”担当者の “声”
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　７月18日（金）甲山自治センターにて、傾聴ボランティア講座を開催し、37名の
方が参加されました。講師に、ブライトアシスト代表の岩元佳子先生をお迎えし、
「安心とつながりを育む、あたたかな聴き方」について学びました。

　岩元先生は、長年の経験をもとに、相手に寄り添い、共感する聴き方の重要性を話してください
ました。参加者の皆さんも「相手の気持ちを理解し、安心感を与えること」の大切さを再認識し、
参加者同士で傾聴する実践を交えながら行ったことで、参加者同士の交流の場にもなり、楽しい学
びの時間となりました。

 施設実践編は５回に分けて、有料老人ホーム悠々で開催
　７月29日（火）、８月１日（金）、４日（月）、５日（火）、12日（火）
の５日間で、「有料老人ホーム悠々」にご協力いただき、傾聴ボランティアと

しての実践編を行いました。施設利用者の方々との対話を通じて、実際に「傾聴する」ことの大切
さを学んでいただきました。
　施設実践編では、講座で学んだことを活かして、参加者一人ひとりが心を通わせる聴き方を工夫
しながらコミュニケーションを取りました。
　施設利用者からは、「なかなか施設の人以外と話す機会がないので、こうして話せて嬉しかっ
た。」と感謝の言葉をいただき、心温まる交流の時間を持つことができました。

　　　傾聴ボランティア講座を
　　　開催しました！

開催
報告

皆さん、傾聴について興味深く聞かれました

皆さん、講座で学んだ内容を活かしてお話を聴かれていました
施設から帰ってきたあとには、
実践の振り返りを行いました　

傾聴を実践しながら、楽しく交流されました

講座編

施設実践編
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　９月９日（火）～12日（金）の４日間、中学２年生の生徒６名
が「せらゆめトライアル・ウィーク」で世羅町社会福祉協議会本
所・支所・事業所の３拠点で職場体験の受け入れを行いました。
　トライアル・ウィークでは、サロン・デイサービス・閉じこもり
予防教室への参加や地域の方々との交流、研修会での乳幼児の見守
りを行っていただきました。初めは少し緊張した様子でしたが、一
つ一つ真剣に取り組み、積極的に活動してくださいました。
　トライアル・ウィークを通じて、人と人とがつながることの大切
さや関わりに対する様々な気づきが生まれたようでした。特に話を
することでお互いが笑顔になっていく瞬間が多くみられ、皆さん楽
しく過ごされていました。

　９月17日（水）甲山中学校１年生を対象に、高齢者・妊婦・車いす利用者のグループに分かれ
て、日常生活を想定した福祉体験学習を行いました。
　まず、グループワークを行い、体験を通じて「どんなことを学びたいか」「どんな注意が必要
か」などを話し合い、体験に向けてグループ内で自分たちの考えを共有する時間を設けました。
　福祉体験学習では、高齢者疑似体験セットや妊婦体験セット、車いすを使用して、段差のある道
や掃除、買い物など、日常生活で経験する場面を再現して実践しました。
　福祉体験学習を終えた生徒からは、「思ったより、セットを着けて動くと疲れる。このまま掃除
は難しい。」「車いすに乗ったまま、高い所のものを取るのは難しい。」などの感想が挙げられ、
日常生活での配慮の大切さを実感する機会となりました。

まだ飲むかな？もういいかな？と
真剣な眼差し

車いすを使用して、買い物体験 妊婦体験セットを着けて、掃除体験

中学生の職場体験の受け入れを行いました！中学生の職場体験の受け入れを行いました！

甲山中学校で福祉体験学習を行いました甲山中学校で福祉体験学習を行いました

サロン参加者やデイサービス利用者の皆さんとレクリエーションなどを通じて楽しく活動中!!

9/17
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意志あるお金、募金のチカラ

あつまった募金、世羅町ではどんなことに使われているの？

運動期間：令和７年10月１日
　　　　　　　～11月30日
（募金は令和８年３月末まで受け付けています。）

世羅町で集められた募金
令和６年度：5,047,672円

全額送金
広島県共同募金会から広域（世羅町）への配分金
（地域福祉推進特別事業配分金）

令和７年度地域福祉活動配分金

■ふれあい・いきいきサロン事業� 600,000円
■かろやかてごねっと事業� 400,000円
■被災者生活サポートボラネット事業� 50,000円

■ひとり暮らし高齢者の交流会
■友愛弁当・おせち料理の配食
■サロン支援活動
■古紙回収　など

※歳末たすけあい募金のご協力を、11月中旬に皆さまへお願いさせていただきます。

世羅町共同募金委員会
事務局：世羅町社会福祉協議会
●本　　　所：〒722-1121　世羅町西上原426-3　☎（0847）22-3162
●世羅西支所：〒722-1701　世羅町小国3393　　 ☎（0847）37-1335

■朗読テープの吹込み
■手話学習　■読み語り
■啓発、交流事業の開催
■障害福祉サービス事業所での
　ボランティア活動　など

■福祉体験学習
■環境美化活動
■高齢者へのプレゼントづくり
■福祉施設訪問　など

■見守り活動　■世代間交流
■社会参加の場としての居場所
　づくり　　
■防災・減災への取り組み
■お互いさま活動の支援　など

1,050,000円

高齢者が安心して高齢者が安心して
暮らせるために暮らせるために

障害をお持ちの方の障害をお持ちの方の
支援のために支援のために

こどもたちのこどもたちの
福祉教育のために福祉教育のために

さまざまなさまざまな
地域福祉のために地域福祉のために

3,703,340円

古紙回収
（写真：大見振興協議会）

ふれあい弁当 
（写真：小国地区振興協議会）

芋ほりで異年齢交流 （写真：大田地区振興会連絡協議会） 人形劇 （写真：ぐぅ・ちょき・ぱぁ）
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　暮らしの中でちょっとした困りごとをかかえている方の相談に応じ、お手伝いができる方につ
なげ、住民同士のお互いさまの気持ちで支え合う活動「かろやかてごねっと」を進めています。

　Ａさんより「最近体がしんどくて、食事も喉を通らない。
誰かに病院へ付き添ってほしい。」という相談を受け、病
院への付き添いを行うことになりました。
　今回は金藤さんが担当となり、Aさんとは病院で待ち合
わせをしました。
　診察の順番を待つ間は待合室で一緒に過ごし、診察時に
は診察室まで同行し、医師の説明を一緒に聞きました。診
察の結果、レントゲン検査と点滴が必要となり、その間も
そばで付き添いを行い、今回は約2時間の活動となりまし
た。
　こういった付き添い支援は体調に不安を抱える方が安心
して通院をするために欠かせない役割を果たしています。

　話し相手や通院の付き添い、部屋の掃除など…空いた時間
にちょっとした「てご（お手伝い）」をしてみませんか？
　自分の特技を活かしてみたいという方もお待ちしておりま
す！
　世羅町社会福祉協議会　本所☎（0847）22-3162、支所
☎（0847）37-1385までご相談ください。

Ｑ　かろやかさんに登録したきっかけは何ですか？
Ａ　長年福祉に携わる仕事をしていたので、退職後も地域のた

めになることをしようと思っていたら、協力員のお誘いが
ありました。今は月数回程度、病院の付き添いのみ行って
います。

Ｑ　てごねっと活動をしてみて、どう思いますか？
Ａ　通院では玄関で待ち合わせをし、受診の付き添いをしてい

ます。色んな利用者の方がいるのでお話をすると楽しく、
退職後、家にばかり居るより、気分転換になります。

　　今まで慣れ親しんだことをするので、あまり負担を感じず
に続けられています。

活動紹介

新規協力員(かろやかさん)紹介

病院の付き添いを行いました！

かろやかてごねっとだより

体がしんどいＡさんを
そばで支えながら付き添います

一緒に
活動して
みませんか？

「ふくぼう」©世羅町社協

金藤　美保子 さん

かろやかさんへインタビュー

地域のちょっとした“困った”を手助けする
協力員を募集しています！

※この事業では共同募金助成金
が活用されています。

3
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　９月15日（月・祝）に、甲山自治センターで２人の提供会員が兄弟２人を預
かりました。

提供会員になろうと思ったきっかけは？感想は？

世羅町ファミリー・サポート・センターだより

さくらんぼ通信

第42号　令和７年10月号

子育ての援助をしてほしい人と、子育ての援助をしたい人が会員となって子育てを地域で助け合います。

子育て世代の防災研修会
　９月11日（木）甲山自治センターにて、世羅町防災
士会会長德光紗代様を講師に招き、研修会を開催しまし
た。（ファミサポ会員、子育て広場の親子、母子推進員
他49名参加）
　災害（地震・土砂）の備えや対応について防災クイズ
や、防災絵本による読み聞かせ、防災グッズ、非常食の
紹介・試食を行いました。
　子育て中の方も、託児があっ
たので、安心して研修会に参加
することができました。

活動報告

研修会の報告

提供会員（貞森智津子さんより）
　小学校の教諭を退職して、５人の孫の面倒をみていましたが、手
が離れたので、以前から気になっていたファミサポの提供会員の登
録をしました。
　このあっくんは、1歳になる前から自宅で預かっていました。会
うたびに成長しているので楽しみにしています。

提供会員（末元安子さんより）
　看護師をしていましたが、定年退職となり人の役に立つことをし
たいと思い提供会員の登録をして、できるときに提供会員としてお
手伝いしています。
　子どもをみるコツは、手出し、口出しはしないで見守ることが大
切です。危ない時は、口出しをします。

ドラムを一緒に組み立てて遊びました

今日も楽しく過ごしました

服の色がおそろいだよ

託児コーナー
今回の防災研修を受けて実践してみたいことを聞いてみました
・家族で避難場所や連絡方法を確認したい　　　　　　・非常用の持出袋のチェック
・日々の生活を送りながらローリングストックをする　・耐震グッズの活用　　　など
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に行こう！世羅町で 献 血

月　日 時　間 会　場

11月21日(金)
9時30分～12時 甲山自治センター

14時～15時30分 世羅保健福祉センター

○世羅町社会福祉協議会(世羅町献血推進協議会)
 【本所】☎（0847）22-3162
 【支所】☎（0847）37-1335
○世羅町健康保険課　健康増進係
　☎（0847）25-0134

お問い合わせ先

　献血とは、病気の治療や手術などで輸血を必要としている患者さんのために、健康な人が自
らの血液を無償で提供するボランティアです。新型コロナウイルスの影響がある中でも、輸血
を必要とされる患者さんがおられます。
　400ｍL献血に皆様のご理解とご協力をお願いします。

　災害などにより被災された方々を支援するため、日本赤十字社広島県支部世羅地区世羅町分
区では下記のとおり災害義援金・救援金の募集を行っています。皆さまからの温かいご支援を
よろしくお願いいたします。
※最新の義援金・救援金内容については、「日本赤十字社　義援金・救援金募集」より検索をお願いします。

【義援金・救援金　受付場所】
　〇世羅町役場　本庁
　〇世羅町社会福祉協議会
　　本所・世羅西支所
【お問い合わせ先】
　〇世羅町社会福祉協議会
　【本所】☎（0847）22-3162
　【支所】☎（0847）37-1335

主な献血基準 内容

年　齢 男性　17 歳～ 69 歳
女性　18 歳～ 69 歳

体　重 男女ともに 50kg 以上

※ただし、65歳以上の方の献血については、献血
される方の健康を考え、60～64歳の間に献血
経験がある方に限ります。

義援金・救援金の募集のお知らせ

義援金名称 受付期間
令和７年台風第15号災害静岡県義援金 令和７年12月  8日（月）
令和７年台風第12号災害義援金 令和７年12月26日（金）
令和７年８月６日からの大雨災害義援金 令和７年12月26日（金）
令和７年台風第８号に伴う災害義援金 令和７年12月26日（金）
令和７年トカラ列島近海を震源とする地震災害義援金 令和７年12月26日（金）
令和６年９月能登半島大雨災害義援金 令和７年12月26日（金）
令和６年能登半島地震災害義援金 令和７年12月26日（金）
ウクライナ人道危機救援金 令和８年  3月31日（火）

退
職
者　
８
月
31
日
付

●
事
業
所
部
門

　
城
平　
佑
芽

退
職
者　
９
月
30
日
付

●
事
務
局
部
門

　
新
谷　
朝
夫

採
用
者　
10
月
１
日
付

●
事
務
局
部
門

　
畦
知　
浩
子

　
後
藤　
理
彩

退
職
者
と
採
用
者

（令和７年９月26日現在）
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今
回
は
、
令
和
七
年
六
月
～
令
和
七

年
八
月
ま
で
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方

を
掲
載
し
て
い
ま
す
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な
お
、
ま
こ
と
に
勝
手
な
が
ら
敬
称

な
ら
び
に
、
金
額
・
物
品
の
内
容
は
省

略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

（
敬
称
略
）

◎
香
典
返
し

本　
郷　
藤
岡　
哲
治
（
故　
弘
子
）

赤　
屋　
竹
中
亜
衣
子
（
故　
裕
三
）

寺　
町　
梶
田
な
お
み
（
故　
和
宏
）

本　
郷　
仲　
　
郁
二
（
故　
京
子
）

安　
田　
丸
山　
賴
子
（
故
シ
ズ
コ
）

寺　
町　
寺
田　
知
巳
（
故
餅
田
操
）

青　
近　
黒
木　
正
紀
（
故　
秀
雄
）

黒　
川　
西　
　
　
隆
（
故　
冨
江
）

黒　
川　
下
垣　
智
義
（
故
ス
ズ
ミ
）
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印刷の原点を大切にし、
新しい時代への進化を成します

本社・工場　〒727-0004 広島県庄原市新庄町5088-58
　　　　　　TEL.0824-72-7890　FAX.0824-72-2128

三次営業所　〒728-0013 広島県三次市十日市東六丁目13-35
　　　　　　TEL.0824-62-3716　FAX.0824-62-5635

E‐mail：info＠shinseiart .comwww.shinseiart .com

広告募集

　社会福祉法人世羅町社会福祉協議会
　お問い合わせ　本所 ☎（0847）22-3162
　　　　　　　　支所 ☎（0847）37-1335

世羅町社会福祉協議会では，広告掲載をし
て頂けるスポンサーを募集しています！

「せら社協だより」に広告を掲載しませんか。
掲載料は，一枠につき表紙８千円・中紙４
千円・裏表紙６千円です。その他，封筒等
の広告スポンサーも募集中です。

ま
ご
こ
ろ

ま
ご
こ
ろ

月 日 曜日 重　点　相　談 開　設　場　所 開設時間 関係機関

10 29 水 無料法律相談（要予約） 社会福祉協議会本所 10時～16時30分 弁護士法人リーガルジャパン

11 26 水 無料法律相談（要予約） 社会福祉協議会世羅西支所 10時～16時30分 弁護士法人リーガルジャパン

12 24 水 無料法律相談（要予約） 社会福祉協議会本所 10時～16時30分 弁護士法人リーガルジャパン

令和７年度　ふれあい相談所開設予定

【お問合せ先】
●本所　〒722-1121 世羅郡世羅町西上原426-3	 世羅町社会福祉協議会本所	 ☎（0847）２２-３１６２
●支所　〒722-1701 世羅郡世羅町小国3393	 世羅町社会福祉協議会世羅西支所	 ☎（0847）3７-１３３５

※お困りごとがある際は社会福祉協議会の職員が随時相談対応いたします。お気軽にお越しください。

【
広
告
】



□お米（令和6・7年度産）
□インスタント食品
　（みそ汁・カップラーメン等）
□保存食品（缶詰・瓶詰等）
□乾物（のり、豆等）
□菓子類
□飲料（ジュース・コーヒー・お茶等）
□調味料・食用油
□ギフトパック（お歳暮・お中元等）

10せら社協だより

　世羅町社会福祉協議会では病気やケガ等の影響で生活に困窮されている
方々へ、地域の方々から寄附いただいた食料品を提供するフードバンク事業
を行っています。
　今ある食料品を大切にし、「もったいない」から「ありがとう」へつなげ
る活動に取り組んでいます。

食べきれない食品を食べきれない食品を
必要な人へ必要な人へ

〔お問い合わせ先〕
　社会福祉法人世羅町社会福祉協議会
　■本所
　　〒722-1121
　　世羅郡世羅町西上原426-3
　　☎（0847）22-3162
　■支所
　　〒722-1701
　　世羅郡世羅町小国3393
　　☎（0847）37-1335

※未開封で賞味期限がおおむね２ヶ月以上あるもの
※常温保存が可能なもの
※生鮮食品は、衛生的な観点からお受けできません

～ご寄附いただきたい食料品～ フードバンク事業へ
ご協力お願いします!!

お家に眠っているお家に眠っている
食料品食料品

フードバンクフードバンク
生活に生活に
お困りの方お困りの方

　「今年の夏も暑かったな～。いつまで暑さが続くのだろうか。」と思っていたら、急に秋の涼し
さが姿を見せ始め、季節の移ろいを実感しています。秋は、「実り」の季節と言われますが、忙し
い日々の中でも、ふと立ち止まり、自分なりの実りを見つけていきたいと思います。（德永）

編  集
後  記


